
やはり．．．ＳＡ対策は重要です！
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★第３期長野県食と農業農村振興計画★
～次代へつなぐ、笑顔あふれる信州の農業・農村～

酪農生産性向上対策事業による

平成30年度 第２回 バルク乳検査の結果をお知らせします。

環境性レンサ球菌

生菌数

耐熱性菌大腸菌群

ＣＮＳＳＡ

評 価
A：正常/目標
Ｂ：やや多い

Ｃ：多い

Ｄ：非常に多い

 過去５年間の検査結果の推移として、各年のＤ（菌が非常に多い）農場の割合を
見ました。 すると・・・・・

搾乳衛生全体の評価指標となる
生菌数については減少しています。

しかし、搾乳衛生上、最も重要な
ＳＡについては減っていません。

高品質な生乳
生産のために 全頭検査で感染牛を特定

分房乳検査で感染分房を特定

最後に搾乳

前搾りでブツ等を確認 乾乳期治療

計画的とう汰、盲乳

乳房炎ワクチン

バルク乳や個体検査で検出されたら･････

対策（例）

感染牛の移動・並べ替え

搾乳衛生・管理等のご相談はお気軽に家畜保健衛生所まで


